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昆虫類 ＜チョウ目 ヤガ科＞ 愛知県：準絶滅危惧 （国：リスト外） 
INSECTA ＜LEPIDOPTERA NOCTUIDAE＞ AICHI：NT （JAPAN：－） 

サヌキキリガ Elwesia sugii Yoshimoto 

 
【選定理由】 
 照葉樹林帯のガとされるが、生息密度が低
く生息地が局限されている。 
 
 
 
 

【形 態】 
 開張 31～34mm、前翅は比較的細長く外縁
は波状。濃いチョコレート色を呈している。
環状紋の下方に接してほぼ円形の楔状紋を表
す。外縁部・外横部・内横部に横線が発達す
る。 
 
 
 
 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
 豊田市猿投町（水野・間野, 1990）のほか、
豊田市六所山でも生息が確認されている（田
中ほか, 2005）。 
【国内の分布】 
 愛知県以外では大阪府箕面公園、香川県象
頭山、そのほか千葉県、高知県、長崎県、熊
本県。東京都（神澤, 2019）でも最近記録さ
れた。 
【世界の分布】 
 台湾、中国湖南省から記録が見られる。 

【生息地の環境／生態的特性】 
 本種は暖温帯に生息が限定され、生息地は
照葉樹林帯（常緑広葉樹林帯）と考えられる。
県内の生息地も、照葉樹の二次林となってい
る。現段階では幼虫の食性が不明なので、そ
の解明が待たれる。 
 成虫の発生時期は 11 月から 12 月に及び、
日没直後から早い時間帯にライトに飛来する。
しかしそれ以降は飛来しない。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 既産地でもこれまで一度に数多く得られることはなかったが、近年特に得られにくくなっており、
生息密度が極めて低い状況と推察される。 
 

【保全上の留意点】 
 良好な常緑広葉樹林に生息することと、県内では分布が限定されていることから、そこでの森林
保全が必要不可欠な条件と考えられる。 
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